　広島韓国研究会(第9回)･韓国貿易通商学会

日韓共同研究会
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　　 　　　　2007年7月21日（土）　10時～12時、14時～18時30分
　　　　　　　　広島大学　東千田キャンパス

　　　　　　　　広島韓国研究会、韓国貿易通商学会
　　　　　　　　無料 (非会員)
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21世紀のグローバル社会は、「戦争の世紀」･「貧富格差の世紀」･「環境破壊の世紀」の20世紀が増幅させた様々な問題に直面しています。東アジアにおいても、世界経済のグローバリゼーションの加速がもたらした貧富の格差と飢餓や貧困の蔓延に加えて、機械関連製造業と重化学工業といったハードウェアの生産･流通･消費の世界一の集積地となり、陸･海･空の環境破壊が急速に進んでいます。このような社会環境と自然環境の悪循環を断ち切るために、東アジアにおいて、文化･言語･歴史･政治分野での国境を越えた交流・協力を促進するとともに、経済･環境･NGO分野でのより実践的な協力が強く求められています。

ところが、現実には、グローバル･キャピタリズムに基づいた超国籍企業や銀行を主体とした交流･協力、また、それを支えるための政府主導の交流・協力に大きく偏っており、グローバル･ヒューマニズムに基づいた世界市民の交流･協力は大きく後退しています。つまり、飢餓や貧困の蔓延、貧しい大多数の人々の社会･自然環境権の縮小･剥奪、自国中心史観による排他的な歴史認識と異文化間の高まる軋轢と葛藤といった、草の根の人々が抱える深刻な問題は置き去りにされています。

東アジアにおいて、国境を越えた草の根の地域住民が自らの社会･自然環境権を取り戻し、21世紀を「平和の世紀」、「福祉重視の世紀」、「環境保全の世紀」に変えるためには、国を単位とした既存の国家共同体に囚われず、世界に開かれた新しい東アジア歴史共同体を構築する必要があります。

広島韓国研究会は、「韓国学」というプリズムを通して、文化、言語、歴史・思想、政治・社会、経済、環境、NGO/NPOの７つの分科にまたがって、日韓の地方自治体･教育機関・NGO/NPO間交流･協力を通して、東アジアの新しい文化･経済･環境共同体構築の糸口を模索しています。
韓国貿易通商学会は、韓国産業資源部に社団法人として登録されている学術団体であり、貿易および国際通商分野の全領域にわたって、国内外における産官学の研究協力を積極的に進めながら、東アジアの新しい経済共同体構築を模索しています。
今回の日韓共同研究会では、真の世界平和のための21世紀東アジア学の提案と草の根の東アジア共同体構築に向けて、日･韓･中のみならず、台湾とオーストラリアの研究者も集まり、東アジア学と東アジア共同体構築のための活発な議論と提案が大いに期待できそうです。
１セッション（文化/言語分科）の論題

東アジア文化交流活性化のための課題

東アジアでは、人的・物的交流が盛んになってきていますが、依然として様々な原因による、互いの文化に対する無知や偏見、ステレオタイプが残っているだけでなく、再生産されているという現状があります。このような状況を改善するためには、「互いの文化を理解し、理解してもらう」という当たり前の作業をさらに推進する必要があります。文化/言語分科会では、これを、主に「理解」、「接触」、「仲介・媒介」、「促進」という観点から捉え、東アジアにおける文化交流の活性化に向けた課題を模索します。
　具体的には、東アジア圏内における①文化･言語に関する研究、②文化･言語接触に関する研究、③異文化コミュニケーションに関する研究、④文化･言語教育に関する研究、⑤翻訳・通訳に関する研究、などの領域にまたがって具体的な提案を行います。
２セッション(歴史･思想/政治･社会分科)の論題

東アジア歴史共同体構築の課題

21世紀における東アジア平和構築の糸口を模索するためには、世界経済のグローバリゼーションの拡大・深化が如何に進み、その結果、東アジア人同士の対立構図が、如何に展開してきたかを検討する必要があります。そのためには、人々の社会的行為とその社会諸制度を規定する経済構造のみならず、政治や思想空間に至るまでの構造転換過程を検討しなければなりません。古代以来の東アジアの空間観と時間観に関する代表的な捉え方を検討することを通して、富の世界一極集中化の現状と東アジアの「反平和」的状況を浮き彫りにすることができます。また、東アジア人の新しい歴史共同体を構築するための主体形成とそのための実践課題が析出できると思います。

具体的には、古代からの東アジアの人々の存在論と認識論を再検討しながら、如何なる段階をへて、今日のように東アジア人同士の対立が激化してきたかを明らかにします。また、21世紀の東アジアという空間と時間において、富の世界一極集中化メカニズムの解明(矛盾論)と、それに伴う東アジア人同士の対立を如何にして回避するか(実践論)を具体的に提案します。
３セッション(経済/環境分科)の論題

東アジア経済･環境共同体構築の課題

東アジアの経済・環境の最近の変化のなかで、もっとも特徴的なのは、抱える諸問題が多くの国･地域で共通していることでしょう。経済発展とともに急速に進んだ階層間の貧富の格差の拡大、少子高齢化に伴う持続的な地域発展の障害、FTAなどの貿易自由化に伴う企業･産業間競争の激化などがあげられます。また環境面においても、環境破壊が特定国･地域に限定せず、国境を越え広範囲にまでその影響が波及しており、地域住民が主体となる地球規模での協力が急がれています。産業の情報化と金融のグローバル化に伴い、社会環境権および自然環境権の縮小・剥奪はもはや一国レベルを越えていることから、その解決策には、国境を越えた地域単位での協働と協調が必要不可欠といえます。

具体的には、国や企業レベルで推進されてきた経済成長路線と環境保全への取り組みを検討します。その上で、今後、私達東アジア人が、地方の自治体と教育機関、地場企業や銀行、ＮＧＯ/ＮＰＯなどの民間団体と共に、持続可能な草の根の東アジア人経済・環境共同体を如何に構築するかを模索します。





　








u)/ 韓國 東亞大「한.중.일 FTA의 정치.경제적 효과에 관한 연구」

【 広島韓国研究会と韓国貿易通商学会の紹介 】
多国にまたがる草の根の平和科学としての東アジア学こそが、私達東アジア人を、敬天・敬人・敬物のグローバル・ヒューマニズムに基づいた「世界市民」に蘇らせ、世界「反平和」を断ち切るための東アジア共同体を構築する上で、欠かせない先決課題といえます。広島韓国研究会と韓国貿易通商学会は、このような共通認識に立ち、日韓の真の平和に向けた新しい東アジア学と東アジア共同体を構築していくことを共通目標として掲げています。今後私達は、東アジアの地方住民とNGO/NPOなどの民間団体とともに、国境を越えた調査･研究活動を続けていくことを誓います。
1． 広島韓国研究会

本研究会は、国際教育・平和都市ヒロシマという視点に立った、韓国の文化、言語、歴史・思想、政治・社会、経済、環境などに関する調査・研究と、グローバル・ヒューマニズムに基づいた日韓のNGO/NPOなどの草の根の交流と協力を促進することを目的として、2006年4月に設立されました。最近の研究成果として、李東碩・尹光鳳・権俸基共編の『韓国学への招待：草の根の｢日韓歴史共同体｣構築のための｢総合科学｣』(丸善､2007年）を刊行しています。
２．韓国貿易通商学会
本学会は、主に韓国東南圏を中心にして、国際経済･貿易商務･貿易経営･国際通商分野、当該地方の海外貿易および北朝鮮貿易に関する調査･研究活動などに専念しています。実事求是の精神に基づいた地方自治体への政策提言を行いながら、産官学の協力事業に努めるなど、持続可能な地域社会の創造に寄与しています。会員は400余名であり、毎年2回の国際学術大会を開催しており、その成果などを毎年4回刊行する研究学術誌『貿易通商学会誌』に掲載しています。
【 会場へのアクセス 】

広島大学　東千田キャンパス 　〒730－0053　広島市中区東千田町1-1-89　
	交通機関
	発地
	行先
	下車
	所要時間

	市内電車
	広島駅／JR山陽本線・

山陽新幹線
	紙屋町経由広島港（宇品）行（1番）
	日赤病院前
	約30分

	市内電車
	横川駅／JR山陽本線
	広電本社前行（7番）
	日赤病院前
	約40分






①　林炫情 (山口県立大)　　　　「日韓両言語の肯定と否定表現の違いが行為要求型表現


の丁寧度に及ぼす影響　」


② 金貴花 (広島大)　　　　　　　「授受関係を表す補助動詞に関する日韓対照研究」


③ 金春福 (広島大)　　　　　　　「数量詞移動についての日本語と韓国語の対照研究」


司会：深見兼孝 (広島大)　、　コメンテーター：西原大輔 (広島大)　











① 内海隆男 (広島の強制連行を調査する会)  「新聞募集広告からみた従軍慰安婦問題」


② 金　俊 （広島女学院大） 　　　　　　　　　    「現代中国における「新自由主義」と「新左派」の論争」


③ 岳野寿賀子 (広島大) 　　　　　　　　　　　　  「「東アジア歴史共同体」構築における主体形成の課題」


司会：金栄鎬 (広島市立大)　、　コメンテーター：金栄鎬 (広島市立大)　











① 김정수 ((韓国東亜大)   「韓中日ＦＴＡの政治･経済的効果に関する研究」 


② 박재진 (韓国東西大)    ｢韓中日3カ国の産業内生産段階別の特化構造に関する分析」 


③ 羅星仁 (広島修道大)　   「Post京都議定書の国際協力：日韓環境共同体への示唆」　


④ 李東碩 (広島大)　　　　　 「Post韓米ＦＴＡの東アジア経済共同体構築のための課題」 


司会：権俸基 (呉大)、　　コメンテーター：　윤충원 (韓国全北大), 김원배 (韓国牧園大), 


강용수 (韓国昌原大), 김창수 (韓国釜山大)


　　　　　　











セッション1 (文化/言語分科)：「東アジア文化交流活性化のための課題」　　14時～１7時、　於：207号室�





セッション2 (歴史･思想/政治･社会分科)：「東アジア歴史共同体構築の課題」　14時～１7時、　於：302号室�





セッション3 (経済･環境分科)：「東アジア経済・環境共同体構築の課題」　14時30分～１8時30分、於：501号室
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― お問い合わせ先 ―


広島韓国研究会事務局：　〒739-8521東広島市鏡山1-7-1広島大学大学院総合科学研究科　李東碩研究室


Tel：082-424-6407 （当日のみの連絡先：080-3890-9333）


Fax：082-424-0754　　　　　E-mail： � HYPERLINK "mailto:haks@hiroshima-u.ac.jp" ��haks@hiroshima-u.ac.jp� 


WEB：� HYPERLINK "http://home.hiroshima-u.ac.jp/haks/index.htm" ��http://home.hiroshima-u.ac.jp/haks/index.htm� （広島韓国研究会）


WEB：� HYPERLINK "http://www.kraic.org/" ��http://www.kraic.org/� （韓国貿易通商学会）





共通論題：　「21世紀東アジア共同体構築の課題」　　10時～１２時





第1分科：　国際経済　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　於：501号室


① Li Xianjie (中国延辺大)　　　　　　　　　　「韓中日3カ国の自動車部品産業の比較研究」 


② Joseph Yoon (濠洲国際戦略研究所)　 ｢グローバル競争力強化のための韓国貿易人の


世界ネットワーク活用」 


③ 権俸基 (呉大)　 　　　　　　　　　　　　 　「経済のサービス化と文化コンテンツ産業の多国間協力」





第２分科：　国際経営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：302号室


① 오용식/구경모/강낙중 (韓国東義大)　  「韓日海運業の競争と協力」 


② 강한균 (韓国仁済大)   　　　　　　　　　  ｢開発途上国と先進国のＦＤＩおよびＩＣＴの効果」 


③ 박기남 (韓国東義大)　  　 　　　　　　　  「韓国中小企業の電子貿易の効用性に関する実証研究」　








第3分科：　国際商学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　於：207号室


① 정중영 (韓国東義大)　　　　　　　　　　「韓国と日本の損害保険社の効率性に関する比較分析」 


② 오세창 (韓国啓明大)　　　　　　　　　　｢Incotermsの法的地位とその他の国際貿易関係法との関係」 


③ 한기조/정인선 ((韓国東義大)      「船社と荷主間の戦略的提携の成功要因に関する一考察」　











